
 

大学院北東アジア開発研究科のディプロマ・ポリシー 

 

島根県立大学大学院北東アジア開発研究科は、「専攻分野に関する学術の理論及び応用を教授

研究し、その深奥を究めて学術文化の向上を図り、深い知性と豊かな感性を備え、自立して研究

あるいは政策立案することのできる人材を育成するとともに、地域社会及び国際社会の発展に寄

与する」という目的を掲げており、本研究科の学位授与方針は次のとおりである。 

 

博士前期課程 

北東アジア専攻 

・北東アジア地域全般にわたる広い知識を身につけ、この地域に存在する現実の問題を把握・分 

析する能力を備えること。 

 

地域開発政策専攻 

・地域政策についての高い問題意識に基づき、地域に存在する現実の問題を把握・分析し政策提 

言する能力を備えること。 

 

博士後期課程 

北東アジア超域専攻 

・北東アジア研究や地域開発研究に関し、北東アジアについての総合的な専門知識と言語能力を 

活かしながら、新しい有効な学問・方法論を創出し運用する能力を身につけること。 


